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The cement statue of a miner "KANTŌ" in the Higashiyama oil field was said to be "made 
by Nakamura Naondo (1905-1981) in 1944". The Preservation activities have been done 
several times such as the production of a bronze replica in1990. I was asked to restore that 
statue in 2012. In the course of the restoration, new historical documents and other cement 
statues related to ‘’KANTO’’ have been discovered. Due to the reorganization of the art history 
during the war conducted in various places and my original research in 2015, the following 
two points were verified. (1) The making of the statue was one of the activities of the "military 
production art promotion team" organized in 1944. (2) The statue was not made by Nakamura 
but by the collaborative work of Naganuma Kozo and Nonomura Kazuo.
　This paper reports the verification process, the activities of the "military production 









像は 1944(S19) 年に組織された ｢軍需生産美術推進隊｣ にお
ける活動のひとつであり、新潟に派遣された東山班、長沼孝
















残されていたオリジナル像の存在が危ぶまれ、2011(H23) 年東山油田 ( 史跡・産業遺産 ) 保存会は
長岡市の産業遺産として保存することを目指し、桂小学校敷地内に移設したが、移設方法の不備に
より激しく損傷。2012(H24) 年 7 月、筆者が同保存会から修復依頼を受けるにいたった。
　移設前の造形を確認する資料が少なかったため、同産業資料室にあるブロンズ像から型取り時の

























　｢敢闘｣ 像が ｢中村直人によって作られた｣ とされた経緯は、明田川敏夫氏による「東山油田の
｢敢闘像｣ について」1 に記されている内容が発端となったようである。
　文中には、明田川氏が長年にわたり ｢敢闘像｣ の制作者について関心を持ち、1988(S63) 年の東














登志子氏とも繋がり、1990(H2) 年 4 月桂沢坑道前にて現地調査をおこなったと続いている。調査
には中村直人の元助手と研究家も同行し確認がおこなわれ、風化したサインの痕跡らしいものを視













　少なくとも、この 2 点を鑑みず ｢中村直人作｣ と関係者が同定してしまい、その後のブロンズ像
制作に伴う型取りに際し、不用意に台座から切り離され、像の不安定化と破損を招いた結果につい






　｢敢闘｣ 像の美術史的位置については、2009(H21) 年の迫内祐司氏による調査論文 2 ではじめて報
告があり、1944(S19) 年 4 月に軍需省の外郭団体として結成した軍需生産美術推進隊による作品群
のひとつとされている。
　論中、作品群は喪失も含め国内 10 点余が確認され、新潟には 2 点現存、出雲崎町の石油産業発
祥地記念公園に寄贈設置されている坑夫像と共に、1944(S19) 年 9 月新潟に派遣された彫塑班 7 名
の彫刻家によって制作され、出雲崎とは別班の中村直人によるものとされている。












る (fig.4)。9 月 7 日付の記事には新潟県に入った彫塑班が、
西山・東山・新津の 3 班に分かれ制作を急いでいるとある。
また同様に、新潟入りした人物の記録は、｢美術｣ (1944(S19)








1944(S19) 年 9 月 26 日新潟日報 4 面に記事が載っていたことが迫内氏によって確認されている。



















































義達記念館を 2014(H26) 年 4 月訪れ、戦中の資料などが存在しないか問い合わせたが、1946(S21)
年に作品を預けていた家屋が火災に遭い、それまでの資料や多くの作品を焼失。資料がほとんど残っ
ておらず、戦中の活動について研究が進んでいないことを確認していたのだが、2015(H27) 年 9 月
になって同館より迫内氏のもとに柳原義達に関する新たな資料がもたらされた。
　fig.7 は戦後 70 年を機に企画された三重県












　写真を発見した原氏も 2015(H27) 年 11 月 16 日、新津での現地調査を行い像の確認作業をおこ
























　野々村一男については元愛知県立芸術大学教授富松孝侑氏に 2013(H25) 年 3 月、同小池育男氏に








年 5 月に制作された ｢航空整備兵｣ は所沢航空記念公園内に現存している。









軍需生産美術推進隊 新泻 東山油田にて 野々















ら 3 番目が林是、4 番目に長沼孝三、中央の近藤鉱場長を挟










る照合作業によって、2015 年 10 月新たな事実が裏付けら
れた。以下、新潟入りした軍需生産美術推進隊彫塑班 7 名と
担当した地域を記す。
西山班　林是、川上全次 ( 出雲崎 )
東山班　長沼孝三、野々村一男 ( 長岡 )
新津班　中村直人、木下繁、柳原義達 ( 小口 )
5. 軍需生産美術推進隊彫塑班の活動の実際について

















円鍔勝三、木下繁の 4 名が初めての共同作業によるセメント像 ｢進発｣ (3.6m) を、6 月 8 日から制
作し 6 月 25 日に完成させている。その後約 90km 離れた三井芦別炭鉱に移動し、2.6m の ｢飛躍｣
または ｢飛翔｣ を制作。移動と準備、像のサイズなども考慮すると、おそらく 7 月中旬程度までに
は完成しているものと思われる。
　この推進１では坑夫像 2 体が制作された。夕張の北炭夕張鉱業所前庭に制作された ｢進発｣ は、
新二鉱繰込所前と天龍坑露頭前に２度移設され現存。芦別の三井芦別炭鉱労務課外勤詰所前に制作
された ｢飛躍｣ または ｢飛翔｣ は 1997(H9) 年 5 月 20 日解体されたが、炭鉱有志の保存会によっ
てレプリカ像 ( 石像 ) が頼城町の国道 452 号沿いにつくられている。
5-2. 九州への推進
　同隊はその後、約 2,000km 離れた九州方面






10 日あまりで 5.45m の ｢滅敵｣ を制作とある。
　別班の円鍔勝三、中野四郎、林是、長沼孝三
は現在の福岡県遠賀郡水巻町の日本炭礦高松第
1 礦坑口および第 2 礦坑口に制作。第 1 礦付近
には林を中心に制作し (fig12)、第 2 礦坑口には




記録写真がある (fig14)。これら 3 点は水巻町歴
史資料館に収蔵されている、林、円鍔、長沼に
よって制作された坑夫ミニチュア像 ( 石膏模型 ) とも符合。除幕式の写真であることを考えると長沼
fig.12 第 1 礦と思われる像 fig.13「躍進」と思われる
fig.14 筑豊炭鉱と記載のある除幕式写真「敢闘」
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の ｢敢闘｣ は事務所前に設置された可能性がある。









と 9 月 10 日前後までには、約 1,100km 離れた新潟に入り各々別班で活動。前述した通り、林是と









磐炭礦磐城礦業所で活動。｢総滅起｣ を 10 月 18 日に完成している。長沼孝三と中村直人、木下繁
は円鍔勝三、峰孝と古賀好間炭礦で活動。｢進発｣ を 10 月 22 に完成させている。
　福島では 2 体の像が制作された。常磐炭礦 ｢総滅起｣ はいわき市石炭・化石館に移設され
1984(S59) 年 10 月に野々村一男によって修復。古賀好間炭礦 ｢進発｣ も鉱業所跡に現存している。





続くなか 7 月末に現地入りした長沼孝三、野々村一男、菅沼五郎、中野四郎、峰孝によって ｢敢闘｣












10 鉱場に推進し、セメント製坑夫像を合計 12 体制作したと考えられている。2018 年現在、少な
くとも 2 体は解体され、2 体は所在不明なままだが、8 体は移設や修復などの経緯は経るものの、
70 年の時を超え現存することが確認されている。
　時系列に並べてみると、新潟入りする前後の推進活動が活発なのがわかる。特に 3 地域すべてに






















































































































した。1 度目は、おそらく 1962(S37) 年の廃坑に伴う整理事業で造像場所から桂地沢地区内東山油
田坑道前への移設。2 度目は東山油田開削百周年を機におこなわれた作者同定と 1990(H2) 年のブ










　3 度目の保存活動も 2 度目同様、台座から切り離し輸送。輸送時の衝撃で頸部が脱落寸前まで破損、
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fig.1 東山油田敢闘像　明田川敏夫 1990 年 5 月 18 日撮影　東山油田 ( 史跡・産業遺産 ) 保存会恩田孝重氏提供
fig.4 1944 年 9 月 7 日毎日新聞 3 面　迫内祐司氏提供
fig.7 新津鉱業所坑夫像造像写真 三重県立美術館柳原義達旧蔵アルバム内　原舞子氏、迫内祐司氏提供
fig.8 東山油田敢闘像除幕式記念写真　東山油田 ( 史跡・産業遺産 ) 保存会提供
fig.9-16 長沼孝三関連資料　一般財団法人文教の杜ながい長沼孝三彫塑館提供
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